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　2月16日に「市民と議会の対話集会」を4年ぶ

りに開催し、市内の自治会長の皆様と活発な意見

交換を行いました。市内には60の自治会があり、

課題と感じていることはさまざまでしたが、共通

している課題も多々ありました。

　今回はその対話集会の様子を特集します。
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地区ごとに会議室を分け、活発に意見交換が行えるよう小グループで行いました。

田富地区 玉穂地区 豊富地区

今回のテーマは「各自治会の抱える課題について」

中央市議会だより 2



　今回、市へ提出した要請事項以外の課題に関しても、議員一人ひとりがしっかり認識し、

議会活動に取り組んでいきます。

主 な 意 見

　市民と議会の対話集会の結果により、多くの

自治会が、上記の「主な意見」を共通の課題

と感じており、その中でも市当局へ要請すべ

きと考えられる事項を精査し、主に、自治会

活動のあり方の再検討や消防団員の確保策等、

特に重要な案件を要請事項として、3月22日

に協議検討依頼書を市長に提出しました。

協議検討依頼書を提出

議会を代表して井口議長、議会改革推進委員会の笹本委員長、
木下副委員長が市長に提出しました。

 ・自治会内における高齢化と若い年代の加入者

の減少により、自治会の運営が厳しくなって

きている。自治会の組織の見直しを検討して

ほしい。

 ・自治会長をはじめ自治会役員の負担が重く、

高齢化もあいまって役員のなり手が不足して

いる。自治会役員の役割の見直しを検討して

ほしい。

 ・自治会要望にスピード感をもって対応してもらいたい。

 ・自治会内のごみ集積場について、自治会に未

加入の方の対応が悩ましい。

 ・消防団員のなり手がいない。訓練内容の見直

し等、活動内容の見直しが必要。

 ・自治会内の危険箇所等に防犯カメラの設置

を。または、設置に対する市独自の補助等を

検討してほしい。
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　令和６年第１回定例会は、２月28日から３月21日までの23日間の会期で
開かれました。
　市長提案の専決処分１件、条例14件、令和５年度補正予算３件、令和６年度
当初予算10件、その他５件、報告２件、人事案件３件を審議しました。

前年度比8.4%増

149億9,881万円

主な事業

令和６年度一般会計予算

①賑わいと交流の生まれるまちづくり
○観光振興事業 910万円
 

　桃と桜のサイクリングや、これまでのマラソンイベントを機能拡充し
新たに試行的に実施するトレイルランニング大会に要する費用など

 ○有害鳥獣対策事業 634万円
 

　基幹産業である農業関連の主な事業として、年々増加している野生
鳥獣の農作物被害防止対策事業補助金など

②安心で健やかに暮らせるまちづくり
○子どものための教育・保育給付事業 3,222万円
 

　保護者の所得等に関わらず市内外の公立・私立の保育所、認定こども
園などの保育施設等を利用している市内在住のすべての子どもの保育
料を無償化するもの

○保育園施設整備事業（田富第２・第３統合保育園整備事業） 5,911万円
 

 ○保育施設のICT化推進事業 1,162万円
 

　保護者の利便性の向上と保育士が働きやすい環境を整備し、保育の
質を高めるための登園システムや保育関連情報を一元管理するため
のシステム導入など

市内の保育園の様子

工事が進む玉穂中央通り線

③誇りと愛着のもてるまちづくり

○学校長寿命化等推進事業（田富小） 9億9,333万円
 

④安全で快適な住みやすいまちづくり

○地域公共交通活性化事業 2,178万円
 

　新たな交通サービスの導入を見据えた、デマンド交通の制度設計の
費用など

○地域ぐるみの学校安全体制整備事業 92万円
 

　児童・生徒を対象として新たに実施する、自転車用ヘルメット購入
助成費用など

○ICT教育環境推進事業（小学校） 3,328万円
　　　　　　　　　　　（中学校） 1,263万円

○防災諸費 1億4,085万円
 

　防災無線機器の安定運用と防災アプリ導入など機能強化を図る「防
災行政無線システム改修事業」や、大雨・洪水警報等の基準の変更、昨年
公表された山梨県地震被害想定調査結果などを踏まえた「地域防災計
画改訂業務」の費用など

○玉穂中央通り線整備事業 7,463万円

○道路橋梁維持事業 1億6,561万円

タブレットを使った授業

○児童館施設整備事業（田富杉の子児童館大規模改修工事） 9,483万円
 

○小中学校給食費無償化（１学期分）　 4,782万円
 

　学校給食費について、１学期のみ無償化だが、物価高
の勢いは鈍ってきているとはいえ、生活必需品などの
価格がさがったわけでも、賃金の上昇が物価高に見合
うほどになったわけでもない。無償化は少なくとも令
和６年度中は継続すべきであるため。

反  対
討  論

桃と桜のサイクリング

令 和 6 年 度 当 初 予 算令 和 6 年 度 当 初 予 算

中央市議会だより 4



　令和６年第１回定例会は、２月28日から３月21日までの23日間の会期で
開かれました。
　市長提案の専決処分１件、条例14件、令和５年度補正予算３件、令和６年度
当初予算10件、その他５件、報告２件、人事案件３件を審議しました。

前年度比8.4%増

149億9,881万円

主な事業

令和６年度一般会計予算

①賑わいと交流の生まれるまちづくり
○観光振興事業 910万円
 

　桃と桜のサイクリングや、これまでのマラソンイベントを機能拡充し
新たに試行的に実施するトレイルランニング大会に要する費用など

 ○有害鳥獣対策事業 634万円
 

　基幹産業である農業関連の主な事業として、年々増加している野生
鳥獣の農作物被害防止対策事業補助金など

②安心で健やかに暮らせるまちづくり
○子どものための教育・保育給付事業 3,222万円
 

　保護者の所得等に関わらず市内外の公立・私立の保育所、認定こども
園などの保育施設等を利用している市内在住のすべての子どもの保育
料を無償化するもの

○保育園施設整備事業（田富第２・第３統合保育園整備事業） 5,911万円
 

 ○保育施設のICT化推進事業 1,162万円
 

　保護者の利便性の向上と保育士が働きやすい環境を整備し、保育の
質を高めるための登園システムや保育関連情報を一元管理するため
のシステム導入など

市内の保育園の様子

工事が進む玉穂中央通り線

③誇りと愛着のもてるまちづくり

○学校長寿命化等推進事業（田富小） 9億9,333万円
 

④安全で快適な住みやすいまちづくり

○地域公共交通活性化事業 2,178万円
 

　新たな交通サービスの導入を見据えた、デマンド交通の制度設計の
費用など

○地域ぐるみの学校安全体制整備事業 92万円
 

　児童・生徒を対象として新たに実施する、自転車用ヘルメット購入
助成費用など

○ICT教育環境推進事業（小学校） 3,328万円
　　　　　　　　　　　（中学校） 1,263万円

○防災諸費 1億4,085万円
 

　防災無線機器の安定運用と防災アプリ導入など機能強化を図る「防
災行政無線システム改修事業」や、大雨・洪水警報等の基準の変更、昨年
公表された山梨県地震被害想定調査結果などを踏まえた「地域防災計
画改訂業務」の費用など

○玉穂中央通り線整備事業 7,463万円

○道路橋梁維持事業 1億6,561万円

タブレットを使った授業

○児童館施設整備事業（田富杉の子児童館大規模改修工事） 9,483万円
 

○小中学校給食費無償化（１学期分）　 4,782万円
 

　学校給食費について、１学期のみ無償化だが、物価高
の勢いは鈍ってきているとはいえ、生活必需品などの
価格がさがったわけでも、賃金の上昇が物価高に見合
うほどになったわけでもない。無償化は少なくとも令
和６年度中は継続すべきであるため。

反  対
討  論

桃と桜のサイクリング

令 和 6 年 度 当 初 予 算令 和 6 年 度 当 初 予 算

中央市議会だより5



令和６年度　各特別会計予算

令和６年度　各企業会計予算

会　　計　　名

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

予　算　額

31億2,901万円

5億188万円

22億5,190万円

1,204万円

8,583万円

前　年　比

▲2.7％

23.4％

3.4％

▲7.9％

▲2.6％

簡易水道事業会計

公共下水道事業会計

農 業 集 落 排 水

事 業 会 計

上水道事業会計

収益的収入及び支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

2億2,316万円

1億8,854万円

8億1,262万円

8億1,262万円

2億7,927万円

2億7,927万円

2億9,529万円

2億7,259万円

▲0.7%

▲3.1%

1.5%

1.5%

12.3%

12.3%

▲0.3%

▲0.1%

前年比 資本的収入及び支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

1億1,000万円

2億4,114万円

8億7,785万円

10億1,211万円

3億8,226万円

4億1,553万円

1億500万円

3億733万円

175.0%

84.9%

23.4%

22.3%

271.5%

205.1%

▲8.7%

▲18.5%

前年比

男女共同参画推進フォーラム

⑤市民参加による協働のまちづくり

○男女共同参画推進事業 526万円
 

　デジタル化に伴う経済・産業構造の変化を踏まえて実施する「女性
デジタル人材育成・起業就労支援事業」の費用など

○外国籍児童生徒第三の居場所事業 6,685万円

○行政事務電算化推進事業 1億5,823万円

令 和 6 年 度 当 初 予 算 令 和 6 年 度 当 初 予 算

令和５年度
一般会計補正予算

令和５年度
一般会計補正予算

総額165億2,654万円へ総額165億2,654万円へ
2億1,231万円を増額

主な補正内容主な補正内容

○総務費
　ふるさとづくり 
　　　　　　応援寄附金事業 ▲5,130万円
　　寄附額の減少を見込み、返礼に
　　要する報償費等を減額するもの
　

○民生費
　物価高騰対応重点支援
　　　　　　給付金給付事業 1億3,515万円
　保育園施設整備事業 ▲1,625万円
　

○衛生費　　　　
　予防接種事業 ▲1,172万円

8号（専決処分）、第9号

令和５年度　特別会計の補正予算
会　　計　　名

国民健康保険特別会計（第４号）

介護保険特別会計（第４号）

補　正　額

260万円

▲1億951万円

総　　　額

32億6,417万円

23億306万円

○農林水産業費
　農業振興費 ▲5,661万円
　　強い農業づくり総合支援交付金事業の
　　減少等に伴い各種補助金を減額するもの
　

○土木費
　中央市道玉穂中央通り線
　　　　　　　　　整備事業 5,500万円
　

○教育費　　　　
　分散学習環境整備事業 1,581万円
　　玉穂南小学校の特別教室の
　　空調設備工事
　

○諸支出金
　財政調整基金費 1億1,965万円

　国の補正予算成立に伴う事業費の追加と、各事業の年度末までの支出見込みや事業費の
確定等による補正、財源の組み替えを行うものです。

3　月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と
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●中央市都市計画法第３４条第１１号の規定に基づく開発行為の許可基準に関する
　条例制定の件　（施行期日：令和６年５月１日 )

【主な内容】
　都市計画法第34条第11号の規定に基づき、市の条例で区域や用途等の基準を定めることに
より、市街化調整区域における開発行為の許可を可能にするもの。
 ・ 条例で指定する区域の要件（第３条関係）
　（１） 建築物の敷地相互間の距離が、原則として５０メートル以内で、おおむね５０以上の建築物が

連たんしていること。
　（２） 環境の保全上、災害の防止上、通行の安全上または事業活動の効率上支障がないものと
 して道路が適当に配置されていること。
 ・ 条例で指定する建築可能な建築物の用途（第４条、別表関係）

主な条例案件
地域の実情に応じた土地利用を実現するための手段として市街化
調整区域における開発行為等を許可できるようにするため、区域
や用途を定めます。

赤い線の内側が条例で指定する区域

れん

令 和 6 年 度 当 初 予 算 3　月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

詳細はこちらから
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●中央市介護保険条例中改正の件　(施行期日：令和６年４月１日 )
【主な改正内容】
　今後の介護給付費の増加を見据え、第１号保険者間での所得再分配機能を強化するため、標準
段階の多段階化、低所得者の標準乗率の引き下げや高所得者の標準乗率の引き上げを行うもの。
　（第２条関係）
　（１） 介護保険料の対象年度の変更
　（２） 介護保険料の所得段階の多段階化（１０段階→１５段階）
　（３） 基準所得金額の変更
　（４） 保険料率の変更

介護保険制度の持続可能性を確保するため、介護保険に係る保険料
の額及び保険料率を改めます。

●中央市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例中改正
の件　(施行期日：令和６年４月１日 )

【主な改正内容】
　子ども家庭庁からの通知により、「放課後児童支援員とみなすことができる研修修了予定者」の範囲
を、「令和５年３月３１日までに終了することを予定している者」から「職員の研修計画を定めた上で、放
課後児童支援員としての業務に従事することになってから２年以内に研修を修了することを予定して
いる者」と変更されたことに伴い、本市でも同様の措置を講ずるもの。（附則第２条関係）

放課後児童支援員の資格要件の緩和措置を行います。

●中央市シルク工芸館ふれあい館条例中改正の件
　（施行期日：公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める日）

【主な改正内容】
　施設の一新による施設区分及び利用料金の改定を行うもの。（別表関係）
 ・ 主な施設の料金改定内容

シルクふれんどりぃの施設が一新されるため利用料金を改定します。

　このほか、研修室の利用区分や、宿泊利用・研修利用の料金の改定がありました。

大人（中学生以上）　　600円（改定前：420円）

小人（小学生）　　　　310円（改定なし）

幼児　　　　　　　　無　 料（新設）

浴室　利用料金

3　月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

中央市議会だより9



主なその他案件主なその他案件主なその他案件

◆シルク工芸館ふれあい館改修工事（建築主体）
【主な改正内容】

　　工事場所：シルク工芸館ふれあい館

　　契約金額：変 更 前　　１８１，５００，０００円

　　　　　　　変 更 後　　１８３，９２０，０００円

　　工事概要：種　　別　　改修工事　

　　　　　　　用　　途　　温泉宿泊施設

　　　　　　　延床面積　　1,756.37㎡

　　変更理由：数量変更による増額

●変更契約締結の件

令 和 6 年 度 当 初 予 算

人　　事人　　事人　　事

●教育委員会教育長の任命
　令和6年3月31日の任期満了により、新たに教育長を任命することに同意しました。

　　　石　田　秀　博  氏

●教育委員会委員の任命
　令和6年5月16日の任期満了により、新たに教育委員１名を任命することに同意しました。

　　　藥　袋　美　和  氏

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　令和6年5月23日の任期満了により、新たに固定資産評価審査委員会委員3名を選任する
　ことに同意しました。

　　　河　野　　　博  氏

　　　加々本　哲　也  氏

　　　秋　山　忠　彦  氏

3　月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆
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第１回 定例会審議結果
○賛成　×反対　（井口　貢 議長を除く）

種別 案　件　名

副 
議
長

フ ォ ー ラ ム
中 央 至誠会

日
本
共
産
党

結 　

果田
中
輝
美

田
中
一
臣

福
田
清
美

小
池
章
治

金
丸
俊
明

斉
藤
雅
浩

山
本
六
男

笹
本
　
昇

薬
袋
　
正

中
沢
美
恵

志
村
　
勇

有
泉
　
誠

内
藤
　
巧

山
村
　
一

江
間
政
雄

新
海
一
芳

木
下
友
貴

　第１回定例会
専決
処分 一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例
案件

都市計画法第34条第11号の規定に基づく開発行
為の許可基準に関する条例制定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会計年度任用職員の報酬等に関する条例中改正の件
職員の育児休業等に関する条例中改正の件
職員給与条例中改正の件
職員等の旅費に関する条例中改正の件
市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例中改正の件
介護保険条例中改正の件
子ども・子育て会議条例等中改正の件
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例中改正の件
市立保育所条例中改正の件
上水道給水条例等中改正の件
シルク工芸館ふれあい館条例中改正の件
豊富保健センター条例廃止の件
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営
に関する基準等の一部を改正する省令等の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例制定の件

令 和
5 年度
補 正
予 算

一般会計補正予算（第９号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

介護保険特別会計補正予算（第４号）

令 和
6 年度
当 初
予 算

一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

可決

国民健康保険特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療特別会計予算
介護保険特別会計予算
地域包括支援センター特別会計予算
田富よし原処理センター事業特別会計予算
簡易水道事業会計予算
公共下水道事業会計予算
農業集落排水事業会計予算
上水道事業会計予算

その他

市道路線認定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
市道路線廃止の件
市道路線変更の件
山梨県市町村総合事務組合規約の変更の件
変更契約締結の件

人事

教育委員会教育長の任命について同意を求める件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意教育委員会委員の任命について同意を求める件
固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求
める件
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　中
央
市
に
お
け
る
魅
力
的
な
働
く
場

　の
創
出
と
人
づ
く
り

　　
本
市
を
生
活
す
る
場
と
し
て
選
択

し
、
住
み
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
働

く
場
の
確
保
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
最
終
的
な
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業

に
よ
る
効
果
を
含
め
た
交
通
ア
ク
セ
ス

の
優
位
性
な
ど
、
本
市
の
強
み
を
活

か
し
た
企
業
誘
致
の
推
進
や
地
域
産

業
の
振
興
に
資
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

　
　中
央
市
へ
の
ひ
と
の

　流
れ
の
強
化

　　
本
市
の
人
口
は
、
２

０
１
５
年
か
ら
２
０
２

０
年
に
か
け
て
微
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
国
の
政
策
や
国
際
情
勢
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
国
際
移
動
を
除
い

た
社
会
増
減
で
は
減
少
し
て
お
り
、

本
市
へ
の
ひ
と
の
流
れ
を
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

市
外
に
居
住

す
る
人
に
も
、
市
内
に
居
住
す
る
人

に
も
魅
力
的
な
地
域
と
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
賑
わ
い
の

創
出
、
観
光
資
源
の
発
掘
や
機
能
拡

充
な
ど
に
取
り
組
み
、
市
内
外
に
そ
の

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
　若
い
世
代
が
希
望
す
る
結
婚
・

　出
産
・
子
育
て
・
教
育
の
実
現

　　「
親
が 

子
供
が 

笑
顔
で
つ
な
ぐ
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
中
央
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
こ
ど
も
た
ち
が
健
康
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、
多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
、
安
心

し
て
こ
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

の
整
備
を
図
り
ま
す
。
本
市
の
次
代

を
担
う
世
代
を
育
む
た
め
、
学
習
意

欲
の
向
上
促
進
や
「
ま
ご
こ
ろ
教
育
」

の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒

を
取
り
巻
く
教
育
環
境
の
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　時
代
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な

　地
域
づ
く
り

　　
将
来
に
わ
た
って
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
と
す
る
た
め

に
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
や
循

環
型
社
会
の
構
築
と
地
球
環
境
の
保

全
が
重
要
で
す
。
地
区
防
災
計
画
策

定
の
促
進
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た

防
災
力
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
り
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
活
用
方
法
の
検
討
や
、
健

全
な
森
林
資
源
の
維
持
増
進
な
ど
に

よ
り
、
地
球
環
境
保
全
の
推
進
を
図

って
ま
い
り
ま
す
。

　
　市
政
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公

　　
４
つ
の
目
標
に
関
連
す
る
主
要
事
業

を
積
極
的
に
展
開
し
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
浸
透
・
進
展
な
ど
を
踏
ま
え
た
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少

対
策
や
本
市
の
魅
力
向
上
を
戦
略
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　 

一方
で
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実

施
計
画
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
・
各
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、

限
り
あ
る
財
政
的
・
人
的
資
源
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
で

効
率
的
な
市
政
運
営
の
両
立
に
も
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
市
政
運
営
で
最
も
重
要
な
こ
と
は

市
民
の
皆
さ
ま
の
共
感
を
得
る
こ
と
で

あ
り
、
市
全
体
が
一
つ
に
な
ら
な
け
れ

ば
施
策
の
真
価
を
発
揮
で
き
ず
、
具

体
的
な
成
果
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。 

　
令
和
６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新

た
な
組
織
体
制
の
も
と
、
職
員
一
同

と
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
ま
た
、
施
策

を
推
し
進
め
る
こ
と
の
背
景
、
現
状

を
し
っ
か
り
共
有
し
、
理
解
と
協
力
、

賛
同
を
得
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

大
切
に
す
る
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

協
働
に
よ
る
市
政
運
営
を
果
敢
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定例会

市
長
の

　施
政
方
針

3
定例会
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金
丸
　
俊
明 

議
員

内
藤
　
　
巧 

議
員

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り

組
み
、
活
力
と
な
る
戦
略
に
つ
い
て

来
訪
者
の
消
費
を
促
し
、
税
収
を
増

や
す
具
体
的
な
案
は

新
た
に
掲
げ
た
4
つ
の
基
本
目
標
に

即
し
た
施
策
を
行
う

デ
ン
マ
�
ク
の
世
界
的
な
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ラ
ン
ド
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
る

問
：
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

取
り
組
み
、
活
力
と
な
る
戦
略
に
つ

い
て
。

答
：
令
和
５
年
度
は
、
新
た
に
「
中

央
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
新
戦
略
は
、

現
行
戦
略
の
検
証
結
果
と
国
の
戦
略

を
踏
ま
え
、
地
域
ビ
ジ
�
ン
を
再
構
築

し
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
、
計
画
期
間
を
令
和
５
年
度
か
ら

令
和
９
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
た
。

ま
た
、
４
つ
の
基
本
目
標
に
即
し
た

施
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減

少
対
策
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
。

基
本
目
標
１
「
中
央
市
に
お
け
る
魅

力
的
な
働
く
場
の
創
出
と
人
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、「
企
業
誘
致
の
推
進
」、

「
地
域
産
業
の
振
興
」、「
就
労
支
援
と

人
材
育
成
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
：
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
、

来
訪
者
の
消
費
を
促
し
、
税
収
を
増

や
す
具
体
的
な
案
は
。

答
：
令
和
６
年
度
に
は
デ
ン
マ
ー
ク

の
世
界
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド

と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

お
り
、
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
推
進
し
、
市
外
か
ら
大
勢
の

来
訪
者
を
呼
び
込
み
、
そ
の
賑
わ
い

を
市
内
全
域
に
広
げ
、
消
費
拡
大
を

促
し
、
税
収
増
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
：
今
後
、
転
換
ゾ
ー
ン
も
含
め
た

坪
単
価
︵
施
設
活
用
に
よ
り
︶
の
税

収
増
の
展
開
は
。

答
：
本
市
の
目
指
す
姿
を
「
交
流
と

活
力
が
織
り
な
す
　
彩
り
豊
か
な
�
産

業
未
来
都
市
�
中
央
市
」
と
定
め
、「
交

流
」、「
暮
ら
し
」、「
活
力
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
各
種
施
策
に
取
り
組
む
。「
産

業
振
興
戦
略
」
と
し
て
、「
立
地
特
性

基
本
目
標
２
「
中
央
市
へ
の
ひ
と
の

流
れ
の
創
出
」
に
つ
い
て
は
、「
地
域

の
魅
力
の
磨
き
上
げ
」、「
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
」、「
移
住
・
定
住

の
環
境
整
備
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

基
本
目
標
３
「
若
い
世
代
が
希
望
す

る
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
の

実
現
」
に
つ
い
て
は
、「
安
心
し
て
生

み
育
て
る
環
境
整
備
」、「
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
」、「
次
代
を
担
う
世
代

を
育
む
教
育
環
境
の
充
実
」
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

基
本
目
標
４
「
時
代
に
対
応
し
た
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、「
く
ら
し
の
基
盤
整
備
」、「
循

環
型
社
会
の
構
築
と
地
球
環
境
の
保

全
」、「
多
様
性
の
尊
重
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

を
活
か
し
た
企
業
誘
致
」、「
農
業
振

興
の
維
持
・
向
上
」
及
び
「
産
業
振

興
の
推
進
」
の
３
つ
を
重
点
的
に
展

開
し
、
県
内
・
県
外
企
業
の
誘
致
や

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
の
連

携
な
ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
る
。
ま
た
、「
観
光
戦
略
」
と
し
て
、

「
に
ぎ
わ
い
の
創
生
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
」
及
び
「
本
市
の
特
徴
を
活

か
し
た
観
光
資
源
の
充
実
・
Ｐ
Ｒ
」
を

重
点
的
に
展
開
し
、
商
業
機
能
の
誘

致
や
宿
泊
施
設
の
誘
致
な
ど
に
取
り

組
み
、
効
果
的
・
計
画
的
な
土
地
利

用
転
換
を
進
め
る
。
こ
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、

多
く
の
人
が
集
い
、
賑
わ
い
の
あ
る

空
間
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
価
値
を
最
大
限
に
高
め
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
福
田
清
美
　
議
員

市の考えを問う

一般質問一　般　質　問
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斉
藤
　
雅
浩 

議
員

田
中
　
輝
美 

議
員

問
：
農
地
の
適
正
管
理
の
徹
底
を
促

す
方
策
に
つ
い
て
。

答
：
農
業
委
員
会
か
ら
、
農
地
の
適

正
管
理
を
促
す
通
知
の
発
送
や
農
地

の
貸
借
の
案
内
な
ど
所
有
者
の
理
解

を
求
め
、
ま
た
、
住
宅
に
近
接
す
る

耕
作
放
棄
地
で
は
、
市
民
環
境
課
と

連
携
し
て
周
辺
環
境
の
改
善
に
対
応

し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
市
が
目
指
す

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
す
る
た
め
農
業
振
興
地
内
農
用
地

区
域
を
中
心
に
地
域
計
画
策
定
を
進

め
て
い
る
。
農
地
所
有
者
、
耕
作
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
農
地

の
集
団
化
の
範
囲
を
示
し
た
目
標
地

図
を
作
成
し
、
地
域
の
関
係
者
と
一

体
と
な
っ
て
農
業
施
策
に
取
り
組
み
、

農
地
集
約
化
や
新
た
な
担
い
手
の
参

入
を
容
易
に
し
、
農
地
の
有
効
利
用
・

適
正
管
理
に
繋
げ
て
い
く
。

問
：
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
教
訓
を

ど
う
考
え
る
か
。

答
：
本
市
の
職
員
を
石
川
県
珠
洲
市

物
資
集
積
拠
点
に
派
遣
し
、
被
災
地

の
状
況
や
支
援
活
動
の
内
容
、「
災
害

時
の
助
け
合
い
の
必
要
性
」、「
関
係
機

関
等
と
の
協
力
関
係
の
大
切
さ
」、「
被

災
地
に
対
す
る
継
続
支
援
の
必
要
性
」

な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。
令
和
６
年
度

の
「
中
央
市
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
」

で
は
、「
能
登
半
島
地
震
」
の
問
題
点

や
教
訓
を
あ
ら
た
め
て
整
理
・
見
直

し
、
本
市
の
災
害
を
想
定
し
た
準
備
・

対
策
へ
と
反
映
し
、
生
か
し
て
い
く
。

問
：
外
国
人
市
民
を
対
象
と
し
た
防

災
教
育
・
訓
練
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
：
現
在
、
外
国
語
版
の
中
央
市
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
や
避
難
所
案

内
板
の
多
言
語
表
示
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
災

害
情
報
を
取
得
す
る
際
に
は
、
言
葉

の
壁
や
文
化
の
違
い
な
ど
が
あ
る
た

め
、
防
災
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
普

及
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
市

国
際
交
流
協
会
が
実
施
し
て
い
る
「
日

本
語
教
室
」
や
、
３
月
１
日
に
プ
レ

開
設
し
た
「
外
国
籍
児
童
生
徒
の
第

三
の
居
場
所
事
業
」
に
お
い
て
、「
中

央
市
に
お
け
る
防
災
」
や
「
自
助
・

共
助
を
含
め
た
災
害
時
対
応
」
に
つ

い
て
学
ぶ
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
自
治
会
や
市
の
防
災
訓
練
へ

外
国
人
市
民
が
参
加
で
き
る
環
境
や

体
制
を
整
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
小
池
章
治
　
議
員

　
木
下
友
貴
　
議
員

一　般　質　問

農
地
の
適
正
管
理
の
徹
底
を
促
す

方
策
は

能
登
半
島
地
震
か
ら
の
教
訓
を
ど
う

考
え
る
か

農
地
集
約
化
や
新
た
な
担
い
手
の
参

入
を
容
易
に
し
、
農
地
の
有
効
利
用
・

適
正
管
理
に
繋
げ
て
い
く

様
々
な
問
題
点
や
教
訓
を
整
理
・
見
直
し
、

本
市
に
お
け
る
災
害
を
想
定
し
た
準
備
・

対
策
へ
と
反
映
し
、
生
か
し
て
い
く

問
：
県
機
構
借
受
農
地
整
備
事
業
制

度
の
詳
細
に
つ
い
て
。

答
：
山
梨
県
農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
じ
て
借
り
受
け
る
農
地
に
つ
い
て

行
う
条
件
整
備
を
支
援
す
る
事
業
で
、

営
農
支
援
と
と
も
に
農
地
集
積
を
加

速
化
し
、農
地
中
間
管
理
事
業
を
円
滑

に
推
進
し
、
借
受
農
地
に
耕
作
放
棄

地
が
あ
る
場
合
は
、再
生
活
用
で
き
る
。

事
業
主
体
は
機
構
及
び
市
町
村
、事
業

内
容
は
、障
害
物
除
去
・
処
分
な
ど
再

生
作
業
、
客
土
、
農
業
用
排
水
施
設
の

設
置
等
の
耕
作
条
件
整
備
事
業
で
、10

ア
ー
ル
当
た
り
40
万
円
以
内
の
助
成

措
置
で
、今
年
度
の
活
用
実
績
は
２
件

で
あ
る
。
今
後
も
制
度
を
適
切
に
活

用
し
、農
地
の
適
正
管
理
に
努
め
る
。

【
関
連
質
問
】

　
福
田
清
美
　
議
員

　
江
間
政
雄
　
議
員
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

︽
審 

査 

内 

容
︾

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
9
号
︶

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
：
ふ
る
さ
と
納
税
で
制
度
の
変
更
に

よ
り
減
額
と
の
こ
と
だ
が
、
内
容
は
。 

答
：
昨
年
10
月
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

経
費
の
対
象
外
だ
っ
た
事
務
経
費
を
含

め
る
よ
う
改
正
さ
れ
た
こ
と
と
、
地

場
産
品
基
準
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ

た
。
基
準
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
で

本
市
で
一
番
人
気
の
10
万
円
の
寄
付
返

礼
品
の
フ
ル
ー
ツ
７
種
定
期
便
を
、

６
種
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
事
務
経

費
を
含
め
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

10
万
円
の
寄
附
で
は
経
費
５
割
以
内

の
基
準
を
満
た
せ
な
く
な
り
、
寄
付

額
を
11
万
円
に
増
額
し
た
結
果
、
一

番
人
気
の
返
礼
品
が
影
響
を
受
け
、

寄
付
額
が
１
億
円
以
上
減
少
し
た
。

〈
管
　
財
　
課
〉

問
：
今
回
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

今
現
在
、何
台
あ
る
の
か
。
ま
た
、今
後
、

設
置
す
る
予
定
は
あ
る
か
。 

答
：
管
財
課
で
は
今
回
設
置
し
た
も

の
も
含
め
て
14
台
。
今
後
、
総
合
防

災
公
園
に
９
台
設
置
す
る
予
定
。

〈
生
涯
教
育
課
〉

問
：
体
育
施
設
整
備
事
業
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
た
め
の
調
査
設
計
業
務
委
託
が

未
実
施
と
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
理
由
は
。

答
：
屋
外
体
育
施
設
夜
間
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
整
備
の
方
法
と
し
て
リ
ー
ス

方
式
の
他
に
買
い
取
り
に
よ
る
工
事

も
含
め
て
再
度
検
討
し
直
す
こ
と
と

な
っ
た
。
管
理
運
用
に
適
切
で
市
民

の
皆
様
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
方
法
に
つ
い
て
の
判
断
に

時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
未

実
施
と
な
っ
た
。
再
度
、
令
和
６
年

度
の
補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

木
下
　
友
貴 

議
員

問
：
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
保

険
料
及
び
利
用
料
の
減
額
免
除
を
拡

大
し
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
及
び
介

護
給
付
費
準
備
基
金
を
活
用
し
て
の

高
齢
者
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
。

答
：
介
護
保
険
料
は
、
３
年
間
に
必

要
な
介
護
給
付
費
等
を
推
計
し
て
決

定
す
る
の
で
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
に

よ
り
必
要
な
介
護
給
付
費
が
確
保
で

き
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
保
険
料

や
利
用
料
の
減
免
等
は
、
保
険
料
の
引

き
上
げ
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と

か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
第
１
号

被
保
険
者
が
負
担
す
る
保
険
料
の
余

剰
金
を
積
み
立
て
た
も
の
で
あ
り
、

基
金
が
造
成
さ
れ
た
期
間
の
被
保
険

者
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

の
保
険
料
の
算
定
に
あ
た
り
、
基
金

の
一
部
を
取
り
崩
し
、
第
５
段
階
の

保
険
料
を
据
え
置
く
た
め
の
財
源
に

充
当
す
る
方
針
で
あ
る
。

問
：
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

︵
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
︶
等
へ
の
補
足
給

付
の
拡
大
に
つ
い
て
。

答
：
補
足
給
付
は
、
在
宅
と
介
護
保

険
施
設
利
用
者
と
の
負
担
の
公
平
性

と
介
護
保
険
制
度
の
持
続
性
を
高
め

る
観
点
か
ら
、
令
和
３
年
度
に
自
己

負
担
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
は
在
宅
要
介
護

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
国

へ
の
要
請
や
市
単
独
の
支
援
策
は
考

え
て
い
な
い
。
引
き
続
き
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
笹
本
　
昇
　
議
員

一 般 質 問・委員会レポート

全
て
の
方
に
必
要
な
介
護
を
提
供

で
き
る
市
に
す
る
た
め
に

状
況
に
応
じ
た
施
策
等
の
検
討
に

努
め
て
い
く
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委員会レポート

厚
生
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会

　

豊
富
保
健
セ
ン
タ
ー
の
解
体
は
い
つ
ご
ろ
か

　

市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て

中
央
市
立
豊
富
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例

廃
止
の
件

〈
健
康
増
進
課
〉

問
：
豊
富
保
健
セ
ン
タ
ー
の
解
体
は

い
つ
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
か
。 

答
：
解
体
は
未
定
だ
が
、
隣
接
す
る

施
設
も
含
め
使
用
停
止
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
調
整
し
一
体
的
に
解
体
し

て
い
く
予
定
。

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
9
号
︶

〈
健
康
増
進
課
〉

問
：
妊
婦
健
診
や
産
婦
健
診
、
風
疹

や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
も
想
定

よ
り
少
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

受
診
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
問
題

点
は
な
か
っ
た
か
。

答
：
健
診
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
受
診
率
が
特
に
落
ち
て

い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
少
子

化
も
一
つ
の
要
因
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
当
初
予
算
の
見
込
み
が
難

し
く
、
全
体
的
に
予
算
を
多
く
計
上

し
た
結
果
と
な
っ
た
。
Ｃ
Ｍ
の
効
果

等
も
あ
り
、
定
期
接
種
対
象
者
は
、

当
初
見
込
ん
で
い
た
人
数
が
接
種
を

し
た
が
、
キ
�
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
人
数

が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
4
号
︶

〈
長
寿
推
進
課
〉

問
：
介
護
保
険
努
力
支
援
交
付
金
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
：
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま

り
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
評
価
を
行

い
、
そ
の
評
価
に
よ
っ
て
イ
ン
セ
ン

テ
�
ブ
交
付
金
と
い
う
こ
と
で
交
付

さ
れ
る
も
の
。

中
央
市
都
市
計
画
法
第
34
条
第
11
号

の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可

基
準
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

〈
都
市
計
画
課
〉

問
：
市
街
化
調
整
区
域
で
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
計
画
を
進
め
て
い
か
な
い
と
、

こ
の
条
例
が
進
ん
で
行
か
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。 

答
：
こ
の
条
例
の
目
的
が
、
市
街
化

調
整
区
域
内
の
既
存
集
落
の
維
持
と

活
性
化
。
既
存
集
落
内
に
お
い
て

は
、
一
定
の
公
共
施
設
整
備
が
済
ん

で
お
り
、
新
た
に
整
備
が
必
要
な
い

と
い
う
区
域
を
指
定
し
た
。
今
後
、

住
宅
が
増
え
て
い
け
ば
、
必
要
に
応
じ

て
整
備
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

問
：
区
域
の
境
界
で
50
メ
ー
ト
ル
以

内
で
あ
れ
ば
建
物
が
連
た
ん
し
て
い

れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
で
良
い
か
。 

答
：
あ
く
ま
で
も
既
存
集
落
が
基
本

と
な
っ
て
お
り
、
図
面
︵
Ｐ
８
参

照
︶
の
赤
く
囲
っ
た
区
域
外
で
は
建

築
物
は
建
て
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
区

域
内
で
も
条
件
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば

建
築
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
今
後
、
住

宅
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、
エ
リ
ア

の
見
直
し
は
検
討
し
て
い
く
。

中
央
市
シ
ル
ク
工
芸
館
ふ
れ
あ
い
館

条
例
中
改
正
の
件

〈
産
　
業
　
課
〉

問
：
使
用
料
の
値
上
げ
は
当
然
か
と

思
う
が
、
市
内
の
人
も
市
外
の
人
も

同
じ
料
金
な
の
か
。

答
：
同
一
料
金
と
な
る
。

問
：
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

割
引
す
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
。

答
：
観
光
施
設
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
い
る
の
で
、
差
別
化
し
て
い
な
い
。

問
：
一
般
的
に
高
過
ぎ
る
。
も
う
少

し
検
討
し
、
市
民
に
目
を
向
け
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答
：
燃
料
費
、
人
件
費
、
電
気
料
な
ど
、

全
て
が
高
騰
し
て
お
り
、
い
た
し
か

た
な
い
と
い
う
判
断
。
ま
た
、
料
金

は
安
く
で
き
な
い
が
、
指
定
管
理
者

で
回
数
券
を
発
行
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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予
算
特
別
委
員
会

中
央
市
一
般
会
計
予
算

〈
総
　
務
　
課
〉

問
：
自
治
会
長
報
酬
の
均
等
割
で
世
帯

数
が
多
く
て
も
少
な
く
て
も
一
律
15
万

円
と
い
う
の
は
ど
う
か
と
思
う
。
見
直

し
の
考
え
は
。 

答
：
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
：
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
性
化
し
、
税

収
に
繋
げ
る
と
い
う
意
気
込
み
の
あ
る

職
員
を
選
任
し
、
担
当
課
だ
け
で
は
な

く
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
ど

う
か
。

答
：
今
ま
で
も
一
生
懸
命
職
員
が
取
り

組
ん
で
き
て
は
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

政
策
秘
書
課
が
中
心
に
な
っ
て
全
庁
的

に
ふ
る
さ
と
納
税
に
は
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

〈
企
　
画
　
課
〉

問
：
令
和
６
年
度
に
新
た
な
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
制
度
設
計
の
費
用
や
実
証

運
行
の
費
用
を
設
け
て
い
る
が
、
本
市

が
考
え
る
デ
マ
ン
ド
交
通
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
：
今
回
計
上
し
て
い
る
制
度
設
計
で

細
か
い
設
定
な
ど
を
決
め
て
い
く
。
と

ま
チ
�
ウ
バ
ス
の
使
い
づ
ら
い
点
や
、

金
額
的
に
持
続
可
能
な
の
か
等
を
含
め

て
、
利
用
者
が
「
生
活
の
た
め
の
移
動

手
段
と
し
て
利
用
」
す
る
レ
ベ
ル
を
、

な
る
べ
く
下
げ
な
い
デ
マ
ン
ド
交
通
の

制
度
設
計
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
危
機
管
理
課
〉

問
：
防
災
行
政
無
線
の
改
修
の
内
容

は
。

答
：
メ
イ
ン
と
し
て
操
作
卓
の
改
修
で

一
斉
情
報
サ
ー
バ
ー
の
改
修
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
自
動
起
動
装
置
の
更
新
、
ア

プ
リ
基
本
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
。

問
：
防
災
無
線
放
送
が
聞
こ
え
づ
ら
い

と
意
見
も
あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の
ス

ピ
ー
カ
ー
を
変
更
し
、
で
き
る
だ
け
広

範
囲
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
カ
ー

を
導
入
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
検

討
し
て
い
る
か
。

答
：
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
更
新

で
、
電
波
自
体
も
高
性
能
で
聞
き
や
す

さ
が
向
上
す
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て

い
る
。
聞
こ
え
づ
ら
い
と
い
う
と
こ
ろ

に
対
し
て
も
、
聞
こ
え
づ
ら
さ
を
解
消

し
て
い
く
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

宅
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、
エ
リ
ア

の
見
直
し
は
検
討
し
て
い
く
。

中
央
市
シ
ル
ク
工
芸
館
ふ
れ
あ
い
館

条
例
中
改
正
の
件

〈
産
　
業
　
課
〉

問
：
使
用
料
の
値
上
げ
は
当
然
か
と

思
う
が
、
市
内
の
人
も
市
外
の
人
も

同
じ
料
金
な
の
か
。

答
：
同
一
料
金
と
な
る
。

問
：
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

割
引
す
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
。

答
：
観
光
施
設
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
い
る
の
で
、
差
別
化
し
て
い
な
い
。

問
：
一
般
的
に
高
過
ぎ
る
。
も
う
少

し
検
討
し
、
市
民
に
目
を
向
け
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答
：
燃
料
費
、
人
件
費
、
電
気
料
な
ど
、

全
て
が
高
騰
し
て
お
り
、
い
た
し
か

た
な
い
と
い
う
判
断
。
ま
た
、
料
金

は
安
く
で
き
な
い
が
、
指
定
管
理
者

で
回
数
券
を
発
行
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
管
　
財
　
課
〉

問
：
農
村
公
園
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

収
入
が
あ
る
が
、
防
災
総
合
公
園
は

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
や
親
し
み
や
す
い

名
称
を
市
民
か
ら
募
集
す
る
な
ど
考
え

な
か
っ
た
の
か
。

答
：
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
も
考
え
て

い
る
が
、
別
の
愛
称
等
が
決
ま
っ
て
し

ま
う
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
支
障
が

出
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問
：
学
校
給
食
費
は
、
１
学
期
分
を
無

償
化
す
る
が
２
学
期
分
と
３
月
期
分
は

無
償
化
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
：
２
学
期
分
と
３
月
期
分
は
状
況
を

み
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

〈
生
涯
教
育
課
〉

問
：
外
国
籍
児
童
生
徒
第
三
の
居
場
所

事
業
の
報
酬
が
合
計
で
６
名
で
あ
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
を
配
置

す
る
予
定
か
。

答
：
特
に
資
格
が
必
要
な
方
を
求
め
て

い
る
わ
け
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
外
国

人
の
方
々
が
安
心
し
て
宿
題
を
や
っ
た

り
、
日
頃
の
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り

と
、
そ
う
い
う
居
場
所
づ
く
り
に
す
る

た
め
で
あ
る
の
で
教
員
免
許
が
必
須
で

は
な
い
。
た
ま
た
ま
今
回
教
員
Ｏ
Ｂ
の

方
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
の
で
、
学
習

支
援
員
３
名
は
教
員
Ｏ
Ｂ
の
方
。
拠
点

マ
ネ
ー
ジ
�
ー
は
、
運
営
か
ら
人
員
配

置
を
統
括
し
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
で
研
修
し
、
教
育
を

受
け
た
方
を
配
置
す
る
。
ア
ル
バ
イ
ト

３
名
と
い
う
の
は
、
子
ど
も
の
ケ
ア
が

で
き
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き

る
よ
う
な
方
々
を
採
用
し
て
い
き
た
い
。

外国籍児童生徒第三の居場所事業
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〈
産
　
業
　
課
〉

問
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、

支
援
団
体
と
し
て
中
央
市
農
業
振
興
公

社
が
支
援
団
体
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
こ
で
は
１
名
を

募
集
し
て
い
る
。
予
算
計
上
で
は
２
名

と
な
っ
て
い
る
が
、
新
た
に
１
名
募
集

す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
：
中
央
市
振
興
農
業
公
社
お
よ
び
ヨ

ダ
フ
ァ
ー
ム
が
支
援
機
関
と
し
て
決
定

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
１
名
を
募
集
し
、
３

月
１
日
か
ら
来
年
２
月
28
日
ま
で
の
期

間
で
２
月
27
日
に
委
嘱
し
た
。

〈
長
寿
推
進
課
〉

問
：
田
富
福
祉
公
園
は
、
当
面
の
間
、

存
続
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、と
り

あ
え
ず
令
和
６
年
の
１
年
間
と
い
う
こ

と
か
。

答
：
令
和
６
年
の
１
年
間
は
運
営
す
る
。

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問
：
そ
れ
ぞ
れ
の
市
立
保
育
園
が
特
色

あ
る
保
育
園
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

が
、
田
富
第
三
保
育
園
に
特
色
あ
る
保

育
園
づ
く
り
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
運
動
遊

び
の
両
方
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
扱
っ

て
い
く
の
か
。

答
：
昨
年
、
田
富
第
二
と
田
富
第
三
保

育
園
の
保
護
者
に
、
統
合
に
関
す
る

説
明
会
を
実
施
し
た
。
そ
の
中
で
保

護
者
か
ら
、「
で
き
る
だ
け
保
育
環
境

に
変
化
の
な
い
よ
う
な
形
で
の
継
続

を
希
望
す
る
」
と
い
っ
た
ご
意
見
も

い
た
だ
き
、
特
色
あ
る
保
育
園
事
業

は
で
き
る
だ
け
継
続
し
な
が
ら
並
行

実
施
を
し
て
い
き
た
い
。

問
：
保
育
料
の
無
償
化
に
伴
い
、
田
富

北
保
育
園
と
田
富
第
二
保
育
園
、
豊
富

保
育
園
で
の
一
時
預
か
り
費
用
や
延
長

保
育
費
用
の
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
：
完
全
無
償
化
事
業
は
、
あ
く
ま
で

も
保
育
料
が
対
象
と
な
る
の
で
、
延
長

保
育
な
ど
実
費
徴
収
に
係
る
よ
う
な
費

用
は
、
従
来
ど
お
り
負
担
い
た
だ
く
。

〈
健
康
増
進
課
〉

問
：
特
定
不
妊
治
療
の
助
成
で
令
和
６

年
度
は
何
名
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
、
助
成
要
件
は
。 

答
：
事
業
費
を
算
出
す
る
に
あ
た
っ
て

人
数
で
は
な
く
過
去
６
年
間
の
事
業
費

の
平
均
で
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
要

綱
で
は
、現
在
、夫
婦
が
通
算
で
５
年
と

し
て
い
る
が
、
１
子
に
つ
き
５
年
と
改

正
し
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
施
行
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

〈
建
　
設
　
課
〉

問
：
令
和
５
年
度
の
予
算
に
は
シ
ル
ク

ラ
イ
ン
の
延
伸
ル
ー
ト
の
検
討
業
務
委

託
が
計
上
さ
れ
て
い
た
が
今
回
は
計
上

さ
れ
て
い
な
い
。
成
果
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。 

答
：
現
在
作
成
中
で
、
３
月
中
に
業
務

内
容
が
出
て
く
る
た
め
成
果
は
ま
だ
来

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
新
年
度
予
算

も
計
上
し
て
い
な
い
。

問
：
状
況
を
見
て
令
和
６
年
度
補
正
予

算
で
対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
担

当
課
と
し
て
は
今
後
ど
う
い
う
方
向
に

持
っ
て
い
く
の
か
。 

答
：
現
在
、
３
つ
の
ル
ー
ト
設
計
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
一
番
い
い
も

の
が
あ
る
の
か
ど
う
か
の
調
査
を
行

う
。
ま
た
、
事
業
費
等
の
内
容
を
精
査

し
、
国
や
県
に
陳
情
に
伺
う
か
ど
う
か

の
確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

中
央
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算

〈
保
　
険
　
課
〉

問
：
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

に
対
し
て
市
か
ら
の
支
援
の
考
え
は
な

い
か
。

答
：
市
か
ら
は
77
歳
と
80
歳
に
対
し
て

の
補
助
し
か
な
い
が
、
今
後
、
人
数
や

年
齢
を
伸
ば
し
て
い
く
の
か
、
脳
ド
ッ

ク
な
ど
を
増
や
し
て
い
く
の
か
を
、
考

え
て
い
く
予
定
で
い
る
。

中
央
市
田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー

事
業
特
別
会
計
予
算

〈
下
水
道
課
〉

問
：
田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
は
、

令
和
７
年
で
廃
止
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
１
年
延
び
て
令
和
８
年
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。 

答
：
令
和
７
年
度
に
廃
止
予
定
で
あ
っ

た
が
、
上
流
部
で
管
路
の
老
朽
化
に
伴

い
、
不
明
水
の
流
入
が
見
ら
れ
る
部
分

の
調
査
と
改
修
を
行
っ
て
か
ら
で
な
い

と
切
り
替
え
は
難
し
い
。
１
年
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
が
延
長
さ
れ
る
。

市内保育園の様子
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視察・研修会

議
会
改
革
推
進
委
員
会

　
議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
議
会

の
責
任
や
役
割
を
果
た
す
た
め
必
要
と

す
る
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、特
集
で
も
取
り
上
げ
た
「
第

９
回
市
民
と
議
会
の
対
話
集
会
」
の
意

見
集
約
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ

の
報
告
を
も
と
に
、
協
議
検
討
事
項
を

精
査
し
、
市
当
局
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に

向
け
て
、
運
用
基
準
の
検
討
を
始
め
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い

て
し
っ
か
り
協
議
を
進
め
、
結
果
な
ど

進
捗
状
況
を
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

山梨県市議会議長会
議員合同研修会

シルク工芸館ふれあい館
（シルクふれんどりぃ）

　２月1日、山梨県内の市議会議員が一
斉に集まり研修会をおこないました。
　講師は、現在東京都立大学法学部の教
授である大杉覚氏で、「地域づくりとこ
れからの地方議会」を演題として、現在
の地方議会を取り巻く状況や、コロナ禍
を乗り越えた先の
地域づくり、それ
に対する議会や議
員の役割等につい
て、貴重な公演を
聞きました。

　3月12日に議員全員で現地視察を行い
ました。
　工事中の現場でしたが、図面を見なが
ら担当課から説明を受けつつ施設内をま
わり、体験施設や入浴施設など、改修が
進んでいる様子を確認し、議員からは完
成後の活
用の方法
等様々な
質問が出
ました。

　２月1日、山梨県内の市議会議員が一

合 同
研修会

現地視察
報告

議会だよりでは、皆さまから
表紙の写真を募集しています！
今年度のテーマは
　　「つどい・にぎわい」です。
奮ってご応募ください。

※詳細は
HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/4245.html）
をご覧いただくか、 事務局 （055-274-8516） までお気軽にお問い合わせください。
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市民 の 談話室

　３月定例会中は寒い日もありました
が、４月になると暖かい日が多くなりま
した。観光にもちょうどいい季節とな
り、中央市でも桃と桜のサイクリングが

多くの方の参加で開かれました。これからも市内外で
多くのイベントが開催されると思います。いろいろな
イベントが楽しめる年になることを願っています。
　４月から市役所の組織が変更され、部課制に戻りま
した。庁内の横断的な調整機能を強化するためです。
庁内の連携がさらに改善され、市民サービスが向上す

ることを望みます。議会でも複数の課にまたがる内容
を扱うことが多くあります。今回の特集ページで紹介
した市民と議会の対話集会を始めとした議会改革を不
断に進め、質疑や政策提案などを、さらに取り組んで
まいります。

井口　　貢

木下　友貴
内藤　　巧
有泉　　誠　  中沢　美恵
江間　政雄　  田中　輝美

編集
後記

VOL.73
2024.5月

中
央
市
議
会
だ
よ
り

上三條

内藤　出雲長田　初雄

子育てのしやすいまち

　結婚、子どもの出生を経て、新居の購入に際
し、自分が生まれ育った中央市を選択しました。
決め手は交通の便の良さ、商業施設への近さ等、
生活のしやすさです。
　住んでいる上三條自治会では、高齢の方も多く
いますが、少しずつ新築の家も増え、若い方も入
り続けています。子どもと地域を散歩している
と、年齢関係なくたくさんの方が声をかけてくれ
ます。近所のなじみのご夫婦には、子どもを庭先
で遊ばせてもらったり、雪かきを手伝ってもらっ
たりと、とてもお世話になっています。地域の
方々の温かさを感じ、また支えられていることを
実感しています。
　中央市には、子育て支援センターや今年新たに
完成した総合防災公園など、子どもたちを連れて
遊びに行ける場所も多くあります。今年度、娘と
息子が市内の認定こども園に入園しましたが、未
満児クラスの息子の保育料は、市独自の拡充によ
りこの4月から無償化となり、生活にも余裕ができ
ました。
　人と人が繋がる、行政と人が繋がる、そして子
どもたちが生き生きと育つ、そんな中央市の良さ
をさらに広げていってほしいです。

木原

初めてのボランティア

　最近毎日見聞きする『ボランティア』という言

葉。なぜか私には無縁のものという思いがありま

した。43年間の会社勤めはあっという間に過

ぎ、この地域社会と交わる機会はなかなかありま

せんでした。

　退職の日、「すべての仕事が終わった。思い残

すことはもう何もない。明日からは毎日が日曜

日。好きなフライフィッシングや車いじり、晴耕

雨読ってのもいいかな？」などと妄想していたの

も束の間、待っていたのは親の介護でした。

　毎日介護士さんや看護師さんに助けていただき

ながらなんとか自宅において終末の面倒見を尽く

すことはできたのですが、この時、人は周りから

の支えがなければ生きられない、やがて自分も最

後はこうなるということを感じさせられていました。

　そんな思いでいる中、近所の方から「ボランテ

ィアの活動はどうか」とのお話がありました。無

縁と思っていた気持ちの隙間にピタッとハマった

感じがしました。移動支援の活動です。少しは地

域社会のお役に立てるかな？という思いで、取り

組み始めたところです。

さんさん

上三條

内藤　出雲

子育てのしやすいまち

長田　初雄

木原

初めてのボランティア

な い と う 　 　  い  ず  もお  さ  だ 　 　  は  つ  お
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